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						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページはまだ校正されていません
収入役　　石神　　　竪

書　記　　前田　　　純　大内田　　遙　宮内　　彌熊　定榮藤右衛門　前村　　正夫

　　　　　安樂　　精藏　奥　　　善二　前田　敬之助　宮園　　義盛　前田　　　正

　　　　　宇都　　榮藏　丸山　　勝二　畠中　吉太郎　竹下　　豊彦

書記補　　蓑輪　　久江　有馬　　　睦　和田　　初江

町會議員　松山　　直二　蓑輪　　吉輔　上村　　要介　窪田　袈裟市　坂上　愛之助

　　　　　野崎　　甚吾　野崎　愛次郎　松崎　　盛治　松尾　　三藏　和田　　強造

　　　　　松下　　熊吉　門松　善袈裟　榎園　半太郎　永徳　　盛藏　滿邊　　一夫

　　　　　玉利　　清次　西村　　善藏　平島　　冨藏　玉利　　慶二　前村　三太郎

　　　　　新山　助次郎　海江田　芳徳（應召出征中）　坂上　　榮吉（仝）

方面委員　大即　　荘生　岩永　　清隆　前村　　榮吉　西山　　清二　蓑輪　　吉輔

　　　　　馬渡　　武治　上　　　榮二　玉利　　慶二　永尾　雄之助　和田　　強造

　　　　　松崎　　盛治　海江田　芳徳　坂上　　榮吉

郡制時代の歴代郡長は次の通である。

一　代　明治二十年五月就任　　　　柴岡　　　　晋

二　代　同　二十四年二月就任　　　有馬　　要之助

三　代　同　三十年四月就任　　　　池田　　　正義

四　代　同　三十三年十二月就任　　岩脇　　　武男

五　代　同　三十八年七月就任　　　中山　　　春美

六　代　同　四十二年五月就任　　　森谷　　八千夫

七　代　同　四十四年十月就任　　　枝次　　　正春

八　代　大正六年五月就任　　　　　熊野　　　　英

九　代　同　八年五月就任　　　　　福島　　　繁三

十　代　同　十一年五月就任　　　　花田　　　幹吉

十一代　同　十三年　十五年廢止　　熊野　　　周二

第二節　戸、口及び職業別

　戸、口の動態と財政の如何は町制をトする爲に職業別は住民の生活状態を知るに好資料であるから之を示すことゝする。昭和十年國勢調査時に於ける戸數及人口と明治十七年八月調査に於けるものとを掲ぐれば次の通である。

　表中の右側は昭和十年左側は明治十七年調を示す。
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